【つばさの概要 (がいよう)】
[image: E:\LIB\つばさ 専用\06 事務分掌\1.入所対応・短期入所\入所パンフ\写真\CIMG3758.JPG]つばさは、障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)に基づいた (もと)障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)施設 (しせつ)として、触法 (しょくほう)行為 (こうい)あるいはそれに類する (るい)行動 (こうどう)ゆえに、地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)が難しく (むずか)なった中 (なか)、軽度 (けいど)の知的 (ちてき)障 (しょう)がい・発達障 (はったつしょう)がいのある方 (かた)を受け入れ (う　　い　　)ています。つばさではこうした方々 (かたがた)の行動 (こうどう)を「社会 (しゃかい)関係障 (かんけいしょう)がい（＊1）」としてとらえ、生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)等 (とう)の改善 (かいぜん)と、反社会的 (はんしゃかいてき)・非社会的 (ひしゃかいてき)行動 (こうどう)を改善 (かいぜん)、軽減 (けいげん)するためのプログラム (ぷろぐらむ)を行う (おこな)ことにより、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)の支援 (しえん)をしています。
「社会 (しゃかい)関係障 (かんけいしょう)がい」の具体的 (ぐたいてき)な例 (れい)として、暴力 (ぼうりょく)、性 (せい)犯罪 (はんざい)、窃盗 (せっとう)、
引きこもり (ひ)などがあげられます。刑務所 (けいむしょ)や少年院 (しょうねんいん)から入所 (にゅうしょ)に至った (いた)方 (かた)や、
司法 (しほう)機関 (きかん)に直接 (ちょくせつ)、関わって (かか)いなくとも、反社会的 (はんしゃかいてき)・非社会的 (ひしゃかいてき)行動 (こうどう)により
地域 (ちいき)でのサービス (さーびす)を受ける (う)ことがむずかしい方 (かた)などが入所 (にゅうしょ)しています。



＊1：「社会 (しゃかい)関係障 (かんけいしょう)がい」とは、大阪 (おおさか)府立 (ふりつ)砂川 (すながわ)厚生 (こうせい)福祉 (ふくし)センター (せんたー)の再編 (さいへん)整備 (せいび)計画 (けいかく)で使用 (しよう)しており、ここでは「中 (ちゅう)軽度 (けいど)の知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)で、概ね (おおむ)青 (せい)年期 (ねんき)の年齢 (ねんれい)にあり、家庭 (かてい)や地域 (ちいき)において生活 (せいかつ)及び (およ)社会的 (しゃかいてき)な習慣 (しゅうかん)やルール (るーる)、対人 (たいじん)関係 (かんけい)などの習得 (しゅうとく)が困難 (こんなん)なために生 (しょう)じる、反社会性 (はんしゃかいせい)や非社会性 (ひしゃかいせい)のある行動 (こうどう)が顕著 (けんちょ)で、地域 (ちいき)での対応 (たいおう)困難 (こんなん)な状態 (じょうたい)」としています。
【つばさの入退所 (にゅうたいしょ)について】
つばさの支援 (しえん)は２年 (　ねん)という契約 (けいやく)期間 (きかん)を設 (もう)けています。その２年間 (２ねんかん)を初期 (しょき)（観察 (かんさつ)とアセスメント (あせすめんと)情報 (じょうほう)の収集 (しゅうしゅう)）、中期 (ちゅうき)（生活 (せいかつ)改善支 (かいぜんし)援 (えん)）、終期 (しゅうき)（自立 (じりつ)・就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)）の３つに分けて (わ)います。グループ (ぐるーぷ)を時間軸 (じかんじく)と支援 (しえん)内容 (ないよう)で分 (わ)けることにより、利用者 (りようしゃ)の目標 (もくひょう)とステップアップ (すてっぷあっぷ)するイメージ (いめーじ)を分かりやすく (わ)し、就労 (しゅうろう)や地域 (ちいき)移行 (いこう)に向けた (　む)動機付け (　どうき　　　　づ)を図 (はか)っています。地域 (ちいき)へ！
＜つばさのグループ (ぐるーぷ)移行 (いこう)イメージ (いめーじ)＞

[image: C:\Users\HaritaA\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.IE5\Q60KD60D\MC900439806[1].png]終期 (しゅうき)：Ｃ (しー)グループ (ぐるーぷ)
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に向けて (む)
本格的 (ほんかくてき)に取り組む (　と　　　　　　　く)期間 (　きかん)

[image: C:\Users\HaritaA\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.IE5\Q60KD60D\MC900439806[1].png]中期 (ちゅうき)：Ｂ (びー)グループ (ぐるーぷ)
将来 (しょうらい)の生活 (せいかつ)を
考える (かんが　　　　)期間 (きかん)

[image: C:\Users\HaritaA\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.IE5\Q60KD60D\MC900439806[1].png]終期 (しゅうき)：就労 (しゅうろう)グループ (ぐるーぷ)
就職 (しゅうしょく)・地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に向けて (むけて)
本格的 (ほんかくてき)に取り組む (と　く　)期間 (きかん)
初期 (しょき)：Ａ (えー)グループ (ぐるーぷ)
つばさの生活 (せいかつ)に
慣れる (な)期間 (　　きかん)


【つばさの入退所 (にゅうたいしょ)状況 (じょうきょう)】
　つばさは定員 (ていいん)30名 (めい)で運営 (うんえい)しています。平成 (へいせい)21年度 (ねんど)に開所 (かいしょ)し、2年 (ねん)契約 (けいやく)というサイクル (さいくる)の中 (なか)で利用者 (りようしゃ)が入 (にゅう)退所 (たいしょ)しています（図 (ず)１）。課題 (かだい)別 (べつ)に見る (み)と、平成 (へいせい)21年度 (ねんど)～令和 (れいわ)７年度 (　　ねんど)累計 (るいけい)は、窃盗 (せっとう)、性 (せい)、暴力 (ぼうりょく)の順 (じゅん)で多 (おお)いですが、重複 (ちょうふく)した課題 (かだい)のある方 (かた)も複数 (ふくすう)おり、一概 (いちがい)に課題 (かだい)は特定 (とくてい)できません（図 (ず)２）。



　 

図 (ず)２　H21～R７年度 (　ねんど)　つばさ利用者 (りようしゃ)課題 (かだい)別 (べつ)累 (るい)計数 (けいすう)
図 (ず)１　つばさの入退所 (にゅうたいしょ)状況 (じょうきょう)

※H21においては、砂川 (すながわ)厚生 (こうせい)福祉 (ふくし)センター (せんたー)旧寮 (きゅうりょう)から引き継いだ (ひ　つ　　)利用者 (りようしゃ)は、新規 (しんき)入所 (にゅうしょ)より除く (のぞく)　　　　　
※課題 (かだい)の重複 (じゅうふく)したケース (けーす)も合算 (がっさん)

【つばさの特別 (とくべつ)支援 (しえん)プログラム (ぷろぐらむ)】
つばさの支援 (しえん)における特徴 (とくちょう)として、利用者 (りようしゃ)の課題 (かだい)に応じた (おう)特別 (とくべつ)支援 (しえん)プログラム (ぷ　　ろ　　ぐ　　ら　む)が挙げられます (あ)。具体的 (ぐたいてき)には、認知 (にんち)行動 (こうどう)療法 (りょうほう)を理論的 (りろんてき)背景 (はいけい)としたSST (えすえすてぃ)（ソーシャルスキルズトレーニング (そーしゃるすきるずとれーにんぐ)）・ACT (えーしーてぃ)（アンガーコントロールトレーニング (あんがーこんとろーるとれーにんぐ)）・性 (せい)学習 (がくしゅう)プログラム (ぷろぐらむ)・窃盗 (せっとう)回避 (かいひ)プログラム (ぷろぐらむ)という４つのプログラム (ぷろぐらむ)を作成 (さくせい)・実践 (じっせん)しています。これらのプログラム (ぷろぐらむ)を活用 (かつよう)して、個々 (ここ)の利用者 (りようしゃ)の課題 (かだい)へのアプローチ (あぷろーち)による行動 (こうどう)変容 (へんよう)と、プログラム (ぷろぐらむ)から得られた (　え)情報 (じょうほう)をアセスメント (あせすめんと)し、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)する支援 (しえん)に活かしたい (い)と考えて (かんが)います。いずれのプログラム (ぷろぐらむ)も、知的障 (ちてきしょう)がいのある方 (かた)でも理解 (りかい)しやすいよう、ロールプレイ (ろーるぷれい)を用いる (もち)、VTR (ぶぃてぃあーる)を提示 (ていじ)する、絵 (え)や写真 (しゃしん)で伝える (つた)などの工夫 (くふう)をしています。
＜プログラム (ぷろぐらむ)の実施 (じっし)形式 (けいしき)について＞
　プログラム (　ぷ　　ろ　　ぐ　　ら　　む)は全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)と個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)に分 (わ)けられます。　全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)は、利用者 (　　り　　よう　しゃ)全員 (ぜんいん)が参加 (　さん　か)するグループワーク (ぐるーぷわーく)形式 (けいしき)を取ります (と)。各利用者 (かくりようしゃ)の特性 (とくせい)や能力 (のうりょく)等 (とう)に応じ (おう)、１グループ (ぐ　　　　　る　　ー　　ぷ)７名 (　　　めい)前後 ( ぜん  ご)でグルーピング (ぐるーぴんぐ)します。利用者 (りようしゃ)間 (かん)で考えたり (かんが)、一緒 (いっしょ)に話し合ったり (はな　　　　　　あ)することで、お互い (　　　　たが)によりよい影響 (えいきょう)が生まれます (う)。そして、利用者 (りようしゃ)も職員 (しょくいん)も、楽しく (たの)プログラム (ぷ　　ろ　　ぐ　　ら　　む)に参加 (さんか)することができます。
個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)は、利用者 (りようしゃ)と職員 (しょくいん)がマンツーマン (まんつーまん)で面接 (めんせつ)をする形式 (けいしき)を取ります (と)。自身 (じしん)の課題 (かだい)にじっくりと向き合 (む　　　　　　　　あ)うことで、相談 (そうだん)
しやすい関係 (かんけい)を築き (きず)、課題 (かだい)の自覚 (じかく)を促します (うなが)。また、対象 (たいしょう)利用者 (りようしゃ)の情報 (じょうほう)や特性 (とくせい)を深く (ふか)理解 (りかい)できます。
窃盗 (せっとう)回避 (かいひ)
全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)
ACT (えーしーてぃ)
性 (せい)学習 (がくしゅう)
SST (えすえすてぃ)
個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)





[image: DSCF5016][image: ]





[image: ]＜SST (えすえすてぃ)＞
SST (えすえすてぃ)は、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)で良 (よ)い人間 (にんげん)関係 (かんけい)を作 (つく)るためのコミュニケー (こみゅにけー)
ション (しょん)の方法 (ほうほう)を練習 (れんしゅう)します。つばさのSST (えすえすてぃ)プログラム (ぷろぐらむ)では、地 (ち)域 (いき)
生活 (せいかつ)において特 (とく)に大切 (たいせつ)と考 (かんが)えられる「挨拶 (あいさつ)」「質問 (しつもん)する」「謝 (あやま)る」
「頼 (たの)む」「相談 (そうだん)する」「断 (ことわ)る」「ネガティブな気持 (きも)ちを伝 (つた)える」等 (とう)の
スキル (すきる)を練習 (れんしゅう)しています。ロールプレイ (ろーるぷれい)をもちいた体験型 (たいけんがた)のトレー (とれー)
[image: ]ニング (にんぐ)で、各利用 (かくりよう)者 (しゃ)の体験 (たいけん)や日常 (にちじょう)にそくした場面 (ばめん)を設定 (せってい)し練習 (れんしゅう)し
ます。プログラム (ぷろぐらむ)終 (しゅう)了後 (りょうご)、セッション (せっしょん)のポイント (ぽいんと)を4コマ (こま)漫画 (まんが)でま
とめた資料 (しりょう)を配布 (はいふ)しています。宿題 (しゅくだい)も記載 (きさい)されており、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)
でも引き続き (ひ　　つづ　)練習 (れんしゅう)できるようにしています。


SST (えすえすてぃ)ワークシート (わーくしーと)例 (れい)

＜ACT (えーしーてぃー)：Anger (あんがー) Control (こんとろーる) Training (とれーにんぐ)＞
[image: R7第6回ワークシート（案③）.pdf (保護) - Adobe Acrobat Reader (32-bit)]　ACT (えーしーてぃー)ワークシート (わーくしーと)例 (れい)

「人間 (にんげん)関係 (かんけい)のルール (るーる)」
1．暴力 (ぼうりょく)はいけません。
2．ウソ (うそ)はいけません。
3．無理 (むり)やりさせてはいけません。
4．盗 (ぬす)みはいけません。
「性 (せい)のルール (るーる)」
１．さわってはいけません。
２．さわらせては
いけません。
３．見 (み)ようとしては
いけません。
４．見 (み)せてはいけません。
大阪 (おおさか)府立 (ふりつ)砂川 (すながわ)厚生 (こうせい)福祉 (ふくし)センター (せんたー)つばさ

つばさの支援 (しえん)
ACT (えーしーてぃー)では気持ち (きも　)を整理 (せいり)し、適切 (てきせつ)に伝える (つた　　　　)練習 (れんしゅう)をします。
アンガー (あんがー)とは、さまざまな感情 (かんじょう)が入り混じった (い　ま　　　)「混沌 (こんとん)とした状態 (じょうたい)」です。この状態 (じょうたい)では、衝動的 (しょうどうてき)な行動 (こうどう)が起こりやすく (お　　　　)なります。そのため、まずは自分 (じぶん)の気持ち (きも　)を理解 (りかい)し、気づく (き　　)こと、また気持ち (きも　)と体 (からだ)のつながりを理 (り)解 (かい)することが大切 (たいせつ)です。そして、本当 (ほんとう)は何 (なに)がしたかったのかに気づき (き)適切 (てきせつ)な表現 (ひょうげん)方法 (ほうほう)を学んで (まな)いきます。
 プログラム (ぷろぐらむ)は、全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)と個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)の２つの形 (かたち)で行い (おこな)ます。どちらも共通 (きょうつう)して、自分 (じぶん)の気持ち (　　き　　も)に気づき (　き)、落ち着 (　お　　　　　　　　つ)いて対処 (たいしょ)する方法 (ほうほう)を学ぶ (まな　　　)ことを中心 (ちゅうしん)に取り組み (と　　く　　)ます。 全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)では、出来事 (できごと)と気持 (きも)ちのつながりに気 (き)づき、ストレス (　　す　と　れ　す)を感 (かん)じた場面 (ばめん)での対応 (たいおう)の仕方 (　し　か　た)などを考え (かんが)、グループ (ぐるーぷ)で共有 (きょうゆう)します。個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)では、一人 (ひとり)ひとり、異 (こと)なる課題 (　か　だ　い)にそって、自分 (じぶん)の気持 (きも)ちや行動 (こうどう)の「くせ」に気 (き)づき、気持 (きも)ちの伝え方 (つた　　かた)や適切 (てきせつ)な行動 (こうどう)を一緒 (いっしょ)に考 (かんが)えていきます。 

＜性 (せい)学習 (がくしゅう)プログラム (ぷろぐらむ)＞
[image: E:\LIB\つばさ 専用\06 事務分掌\1.入所対応・短期入所\入所パンフ\写真\CIMG3758.JPG]つばさでは、性的 (せいてき)逸脱 (いつだつ)行為 (こうい)は性 (せい)を用いた (もち)暴力 (ぼうりょく)である点 (てん)に注目 (ちゅうもく)し、
性 (せい)暴力 (ぼうりょく)と捉 (とら)えています。また、性的 (せいてき)行為 (こうい)そのものではなく、「両者 (りょうしゃ)の
合意 (ごうい)が無 (な)い」「場所 (ばしょ)が不適切 (ふてきせつ)」など、自己 (じこ)と他者 (たしゃ)、場所 (ばしょ)に関する (かん)境 (きょう)
[image: ][image: ]界 (かい)線 (せん)が明確 (めいかく)でないことにも注目 (ちゅうもく)しています。
プログラム (ぷろぐらむ)は、全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)と個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)の２つを行 (おこ)なってい
ます。全体 (ぜんたい)プログラム (ぷろぐらむ)では、性 (せい)暴力 (ぼうりょく)の課題 (かだい)だけでなく、地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)する
上 (うえ)で全て (すべて)の人 (ひと)に関係 (かんけい)する人間 (にんげん)関係 (かんけい)と性 (せい)のルール (るーる)について確認 (かくにん)します。
[image: ]個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)では、性 (せい)暴力 (ぼうりょく)課題 (かだい)のある方 (かた)を対象 (たいしょう)とし、ワークブック (わーくぶっく)を
用 (もち)いた面接 (めんせつ)を中心 (ちゅうしん)に性 (せい)暴力 (ぼうりょく)に至る (いた)サイクル (さいくる)について考 (かんが)え、性 (せい)暴力 (ぼうりょく)に
至 (いた)らない方法 (ほうほう)について具体的 (ぐたいてき)に考 (かんが)え練習 (れんしゅう)していきます。また、正しい (ただしい)
性 (せい)の知識 (ちしき)についても話し合 (はな　あ)っていきます。	
[image: ]
＜窃盗 (せっとう)回避 (かいひ)プログラム (ぷろぐらむ)＞
[image: D:\HaritaA\Desktop\osakafu_logo.gif]窃盗 (せっとう)回避 (かいひ)プログラム (ぷろぐらむ)では、窃盗 (せっとう)行為 (こうい)におよぶ背景 (はいけい)要因 (よういん)やメカニズ (めかにず)
ム (む)を支援者 (しえんしゃ)と利用者 (りようしゃ)が共有 (きょうゆう)し、窃盗 (せっとう)行為 (こうい)を回避 (かいひ)する方法 (ほうほう)を具体的 (ぐたいてき)大阪 (おおさか)府立 (ふりつ)砂川 (すながわ)厚生 (こうせい)福祉 (ふくし)センター (せんたー)　つばさ
〈住所 (じゅうしょ)〉 〒590-0525
大阪府 (おおさかふ)泉南市 (せんなんし)馬場 (ばば)3丁目 (ちょうめ)1566
〈TEL (でんわ)〉　０７２-４８2-２８８１

に考 (かんが)え、練習 (れんしゅう)していきます。　個別 (こべつ)プログラム (ぷろぐらむ)の実施 (じっし)形式 (けいしき)をとってお
り、窃盗 (せっとう)行為 (こうい)のある利用者 (りようしゃ)を対象 (たいしょう)に実施 (じっし)しています。面接 (めんせつ)を中心 (ちゅうしん)に
行い (おこな)ますが、ワークシート (わーくしーと)を図 (ず)や漫画 (まんが)など視覚的 (しかくてき)にわかりやすくした
り、ロールプレイ (ろーるぷれい)をもちいるなど工夫 (くふう)をしています。　
性	粗暴	窃盗	その他	75	64	92	13	（人）
新規
入所者数	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	R元	R2	R3	R4	R5	R6	R7	8	16	10	9	13	12	4	12	11	3	4	4	6	13	8	退所者数	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	R元	R2	R3	R4	R5	R6	R7	11	7	9	9	12	12	7	16	7	4	7	4	9	10	6	
（人）
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